
十分理解できている（十分できている）…◎3点　　理解している（できている）…○2点　　ふつう…▲1点　　努力が必要…×0点

集計結果

◎ ○ ▲ × ◎ ○ ▲ ×

Ⅰ園の基本姿勢について(5項目) 23 49 7 0 41 34 3 0
Ⅱ　第１章　総則(47項目) 136 396 145 22 311 352 40 2
     第２章　ねらい及び内容並びに配慮事項(28項目) 51 251 133 9 189 213 45 0
     第３章　健康及び安全（13 項目） 43 106 39 5 93 81 17 2
     第４章　子育ての支援（5項目） 9 37 25 5 21 41 14 2
Ⅲ　園独自の取組について(2項目) 9 14 8 0 12 13 2 2
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Ⅰ 園の基本姿勢について

(5項目)

Ⅱ 第１章 総則(47項目)

Ⅱ 第２章 ねらい及び内容

並びに配慮事項

(28項目)

Ⅱ 第３章 健康及び安全

(13項目)

Ⅱ 第4章 子育ての支援

(5項目)

Ⅲ 園独自の取組に

ついて(2項目)

1回目 2回目

【所見】
・前回の結果より、職員が意識し、取り組んだことで全体的に理解が高まったように感じる。

今年度もコロナ禍が続き、教育保育の環境や行事の取り組み、保護者への発信の仕方を工夫したが、

登園自粛の中での発信の仕方に配慮が必要だったと保護者からのアンケートから感じた。来年度も

子ども達の育ちが切れないように、職員一同取り組んでいきたいと思う。

【ご意見】

・保護者から、一部の職員の子どもに対する言葉かけが気になり、もっと子どもに丁寧な声かけを

してほしい、とのご意見がありました。その件は、しっかり園全体で受け止め、職員間で子ども

への接し方、声かけ、寄り添うとはどういうものか、など今一度、再確認しながら丁寧な保育に

取り組んでいきたいと思います。


